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This report first outlines three problems in teaching speaking skills to 
Japanese university students and then presents how these problems can 
be overcome. There are mainly three problems in teaching speaking skills 
to Japanese students at the university level. First, there is a significant 
gap between what students have learned up to high school and what they 
are expected to do in university classrooms. In high school, the focus of 
their studies is on grammar and reading, but speaking textbooks used 
in university expect students to speak their opinions in English. Second, 
students feel awkward when speaking English to classmates whom 
they know can easily communicate in Japanese. Partly because of this 
embarrassment, students end up speaking and discussing in Japanese 
instead of English. Third, students are not given topics that are worthy of 
discussion. Typical topics from speaking textbooks are students’ hobbies, 
vacation ideas, and future dreams. While students can talk about these 
topics, the topics are not intellectually challenging.
To solve these problems, the following solution was implemented. First, 
instead of having students speak right away, the author had students write 
down what they wanted to say. After that, students read their writing to 
their partners. The students then changed partners and could repeat their 
ideas without reading their scripts. Second, when the students performed 
this activity, they were given a form on which to take notes about what their 
partners said in English and submitted this to the instructor. Since there 
was a specific task to focus on, students were less conscious of awkwardness 
スピーキング授業における映画の利用
『モリー先生との火曜日』を使用して
小瀬百合子
Using the Movie “Tuesdays with Morrie” in Speaking Classes
KOSE Yuriko
スピーキング授業における映画の利用　『モリー先生との火曜日』を使用して
－185－
in speaking English with fellow Japanese speakers. Third, the students were 
given challenging topics, such as the meaning of life. For this study, the topic 
was taken from the movie, “Tuesdays with Morrie.” Students thought about 
and discussed in English what the most important things in life are. In this 
way, three problems in speaking classes were addressed and overcome.
はじめに
大学教育でグローバル人材育成が目標として掲げられる昨今、自分の考えや
主張を英語で表現することを学習させる機会が増えてきた。ライティング、ス
ピーキングという、いわゆる発信型の英語の授業枠も増加傾向にあるようだ。
筆者も複数の大学でライティングやスピーキングのクラスを担当しているが、
その中で、特にスピーキングのクラスの活動には困難を覚えてきた。本稿では、
どのようにしてスピーキングの活動を活性化させてきたか、実践報告したい。
スピーキング活動が困難な理由
スピーキングの活動が難しい理由には、以下の要因があると思われる。まず
第一に、高校までの文法・読解中心の英語の授業の後に、大学の授業でいきな
り英語で話をさせるというのはかなり無理があるという点である。高校の授業
で英文和訳をして英語を理解し、また和文英訳で英文作成の訓練を受けてきた
学生は、英語の質問に英語で答える際、質問の内容を和訳して理解し、その返
答を日本語で考え、それを英訳するというプロセスを通して発話しようとする。
これを英語から日本語へ変換せずに自動的に会話ができることを期待するのは
あまりにも酷である。いくつかの段階に分けて日本語への変換を伴わないスピ
ーキングにまでもっていくように指導するべきであると考える。
第二に、日本語で話の通じる学生同士が敢えて英語で話すという不自然な状
況から生まれる照れのような感情が学生にある。高校までの学習ではスピーキ
ング力が十分に養われていない上に、この照れの気持ちが加わり、しばらくす
ると、英語のクラスにも関わらず日本語でおしゃべりをしている学生が出てく
る。これを防ぐために何らかの方策が必要である。
最後に、是非とも自分の意見や考えを人に伝えたいと学生自身が思えるよう
な話題を提供するのが困難である。スピーキングの教材には、よく学生の趣味
や休暇の過ごし方などを話させるものがある。しかし、これらは大学生の知
的好奇心や達成感を満たすトピックとは言い難いのではないだろうか。そこで、
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学生自らの情報発信意欲を刺激するようなトピックが必要になる。
このクラスでの試み
これらの実情を踏まえて、今回の授業では以下のような試みを行った。
第一に、いきなり英語で話をさせるのではなく、その前に話したいことを書
かせることにした。日本語で書いて、それを英訳しても良いし、英語で考えを
書いても良いとした。そして、全員のライティング作業が終わったら、書いた
ものを台本のように使用してスピーキング練習させた。スピーキング練習では、
一度だけでなくパートナーを代えて何回か同じ内容を話し、最後には台本なし
で話せるようにした。
第二に、表を配布して、パートナーの言ったことをメモして提出させた。英
語での会話に照れのある学生でも、メモの提出が適度なプレッシャーとなり、
しっかり活動に取り組むようになる。また、表を埋めるためには相手の話も良
く聴かないとならないので、相手の話を聴く練習にもなる。
最後に、人生の意味や目的、将来の目標など大学生にとって話す価値のある、
重要な題材を提供する。今回は、映画『モリー先生との火曜日』（“Tuesdays 
with Morrie”）から題材を提供した。
映画『モリー先生との火曜日』（“Tuesdays with Morrie”）
今回使用した映画の原作は、アメリカのジャーナリスト ミッチ・アルボム
によるノンフィクションで、難病ALS（筋委縮性側索硬化症）に侵されたモ
リー・シュワルツ教授が死を目前にして、かつての教え子であるミッチ・アル
ボムに贈った最後の教えを記録したものである。1997年にアメリカで出版され、
ベスト・セラーになり、1999年にテレビ映画化された。モリー先生役、ミッチ
役共に英語が大変聞き取り易く、教材に適している。また、収録時間120分前
後の映画が多いなか、この作品は90分（つまり１コマの授業）で全編を見せる
ことができるというのも利点のひとつである。モリー先生の最後の教えは、死
を目前にした人生の先輩が、人生において大切なものは何かを考えさせてくれ
る。これからどのように生きていったらよいのかを考える時期の学生時代にこ
の映画を視聴して人生について考えること、そしてそれを英語で表現してみよ
うと努力することは、学生にとって非常に有意義かつチャレンジングである。
原作は、一文一文が比較的短く、とてもわかりやすい英語で書かれているので、
中級程度の学生からリーディング教材としても使用が可能である。ペーパーバ
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ックと文庫本の両方があり、文庫の方には細かく注がつけられている。今回の
授業は、スピーキング力向上のために音声に集中したいので、主に映画の方を
利用した。
授業の流れ
授業の流れを順を追って説明する。
１）リスニング
映画を視聴させる。初回の授業で全編を視聴させ、次の授業から代表的
なシーンを５回に分けて取り上げた。あらすじの聴き取りから詳細の聴き
取りへ（Extensive listening からIntensive listeningへ）とリスニングの
活動が流れるようにした。
全編を視聴する際、学生に集中して観てもらうために、単に見せるだけ
でなく内容把握をチェックできるプリントを用意し、それに答えながら視
聴させるようにした。この時点では、おおまかなあらすじの理解をチェッ
クするよう気をつけた。例えば、以下のような穴埋め・選択問題を与えた
（プリントのサンプルはAppendix１を参照）。
学生の習熟度のレベルに拠り、字幕言語を選択した。習熟度の高い学生
には英語字幕を、低めの学生には日本語字幕を使用した。
１）Morrie Schwartz got a disease called（　　　　　　）．
２）Morrie’s（　　　　　　）died when he was a child.
３）Morrie did not have a good relationship with his（　　　　　　）．
４）Mitch Albom（never contacted / has kept in touch with）Morrie 
after graduating from the university.
５）Mitch（is busy / has a lot of free time）．
６）Mitch is a sportswriter. He writes（　　　　　　）everyday.
７）Mitch decided to visit Morrie on（　　　　　　）．
（答え：１．ALS　　２．mother　　３．father　　４．never contacted
　　　　５．is busy　　６．column　　７．Tuesdays）
第二回目の授業からは、代表的なシーン（一回につき５～10分程度）を
扱うのだが、その際も毎回プリントを準備し、そのシーンで使われる単語
Mathesis Universalis Volume 17, No.2／マテシス・ウニウェルサリス　第17巻　第２号
－188－
や表現をあらかじめ学習し、一シーンをくり返し見せて名セリフやキーと
なるセリフの聴き取り練習をする。ここでは、細かい内容の聴き取り練習
をした。例えば、以下のようなセリフの穴埋め問題をさせながら聞き取り
練習をする。これも学生の習熟度によってブランクの長さを調節する
（プリントのサンプルはAppendix２を参照）。
Ａ）What is it about（１　　　　　）that makes people uneasy?
Why do people only feel（２　　　　　）when they’re filling the air 
with（３　　　　　）?
Ｂ）You know, dying is just one thing to be sad about.
（４　　　　　　　　　　　　　）．That’s another matter.
Ｃ）But I’m a（５　　　　　　　　　　　）．I’ve still got time to learn.... 
Time to say（６　　　　　　　　）to the people I love... and time 
to teach（７　　　　　　　）．
（答え：１．silence　　２．comfortable　　３．words
　　　　４．Living unhappily　　５．lucky man　　６．good-bye
　　　　７．my final course）
２）リーディング
題材の提供として、映画のシーンと一致し適当な長さのものがあった場
合は原作も適宜利用した。こちらもプリントとして準備し、学生に黙読さ
せ、その箇所にタイトルをつけさせたり、映画のどのシーンのものか考え
させた（Appendix３）。
映画紹介の箇所でも触れたが、原作は一文一文が比較的短くて平易な英
語で書かれている。簡単な英語でも意義深い内容を伝えることが可能であ
ることを学生に確認してもらう良いチャンスである。そして、高校英語で
十分深い内容を伝えることができることを伝え、学生を励ます。
３）ミニライティング
一シーンを集中して視聴する時には、毎回プリントの最後の質問は、学
生の個人的な意見を求めるものにした。たとえば、どのセリフが一番印象
に残ったか、それはなぜか、モリー先生の意見に同意するか否か、それは
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なぜかというような質問である（Appendix２の最後の質問）。質問に対す
る返答を英語でスピーチすることが目標であるが、まずは返答として英語
で書かせるようにした。日本語で書いてそれを英訳しても良いし、最初か
ら英語で書いても良いことにした。最初は短くても良いので、自分の意見
を自分の言葉で表現するよう促した。
４）スピーキング（ミニライティングで書いたものを使用）
ミニライティングで書いたメモを使って、隣の学生とペアを組み、メモ
を見せずに自分の意見を伝えさせる。この際、金谷（2002）で紹介されて
いる “Read and Look Up” という手法をとった。これは、テキストを見
て英文をある程度まとめて頭に入れてからテキストから目を上げて相手
の目を見てその音声を口にするという手法である。こうすることによって、
単に英文を音声化するだけでなく、一塊りの英語を理解して発話する訓練
になる。
次々とパートナーを代えていけるように、Clankie & Kobayashi（2010）
で紹介されている「レール」を作らせた。レールとは、鉄道の線路のよう
に２列に椅子を並べて学生を対面させてスピーキング練習させ、終わった
ら片方の列の学生全員の席をひとつ移動させることによってパートナーを
代えさせる方法である。
この際に表（Appendix４）を配布し、パートナーの言ったことを英語
でメモし、授業の最後に提出してもらうことを伝えた。
「レール」を作ってパートナーを代えて同じことを話すと、何度も同じ
ことを言うので、次第に慣れてきて台本なしでもスピーキングできるよう
になる。また、パートナーが代わるので、自分が話す内容は同じでも、相
手の話は毎回違う。飽きることなく人の話を聴き取る練習ができる。これ
に加え、相手の話の内容の概要を表に書きとり提出する課題を与えている
ので、日本人同士で英語を話すことが恥ずかしいと思う学生も、英語で話
を続けることができる。つまり、半ば強制的に英語でコミュニケーション
をとらなくてはならない状況を教員が作るのである。
５）ライティング
印象的なシーンのみを取り上げてリスニング・リーディング・ミニライ
ティング・スピーキングをする授業を５回行った後、最後に少し長めのラ
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イティング（ひとつの課題につき100語以上）をさせた。（今回は他の教材
との兼ね合いで印象的なシーンを扱う授業回数を５回にしたが、この部分
を長くしても短くしても構わない。）
最後のライティングでは、大きく二つの課題を与えた。一つ目は、今ま
でのクラスで学習したセリフの中で最も印象に残ったものを選び、なぜ
それが印象に残ったのかを書くことである。二つ目の課題は、複数の質問
を与え、そこからひとつの質問を選び応答を英語で書くものである。ど
ちらもお薦めの表現をサンプルとして挙げ、Topic sentenceとSupporting 
sentences の両方を書くようにさせた。二つ目の課題では、以下のような
質問を与えた。
１）If somebody could wave a magic wand and give you 24 hours of 
perfect day, how would you spend it? Why?
表現：If I had 24 hours of perfect day, I would ...
　　　First, ...  Next, ...  Finally...
２）Have you ever had a special teacher? 
Who?  What happened?  How did you change by meeting that 
teacher?
表現：I had a special teacher. She is my math teacher in high school.
　　　Before having her as my math teacher, I was... .  
　　　However, after studying with her, ....
６）ミニプレゼンテーション（ライティングで書いたものを使用）
最後に、ライティングで書いたものを台本に使って、１～２分の短いプ
レゼンテーションを行った。
まず、自分の書いたものをsense groupで区切って、個人で音読練習さ
せた。Sense groupで区切って練習させないと、聞いていて分かりにくい
箇所でポーズをとり、理解困難になるからである。
次にパートナー相手にRead and Look Upの手法をとって、プレゼンテ
ーションの練習をする。台本は暗記しなくても構わないが、音声にする時
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は聴衆の方を見て話すように指導した。また、大きな声でゆっくりと話し
ているかチェックするようにした。
最後に、一人ひとり教卓に立ち、全員の前で発表させた。その際、Phrase
（Sense group で区切って話しているか）、Eye-contact（聴衆の目を見て
話せているか）、Volume（声の大きさは十分か）、Pace（話すペースはゆ
っくりで止まりすぎてないか）を聴衆一人ひとりにチェックシートを配布
して自分以外のクラスメートの発表の評価もさせた。（チェックシートは
授業後に回収することを伝える。チェックシートのサンプルはAppendix
６参照。）また、人の発表の内容をしっかり聴く練習もさせたいので、発
表内容のメモもさせ、短いコメントも書かせた。チェックシートには、
Phrase, Eye-contact, Volume, Paceの評価と内容のメモとコメントだけで
なく、一番良い発表だったと思うクラスメートの名前（ベストスピーカー）
も書かせるようにした。集計結果はクラスで公表した。一位から三位くら
いまでの学生の名前を発表したが、ベストスピーカーを選ぶことは学生の
励みになったようだし、選ばれた学生の自信にもつながったようである。
今回のプレゼンテーションは短いものであるが、クラス全員の前で英語
で話し、クラスメートの発表を一生懸命聞こうとすることで、スピーキン
グ力・リスニング力が鍛えられる。
今回の試みで使用した授業回数は９回であった。以下の通りである。前述の
通り、他の教材との兼ね合いや学生の興味に応じて印象的なシーンを取り上げ
る授業回数を調節することが可能である。
１回目：全編視聴
２回目～６回目：印象的なシーンの集中学習
（リスニング、リーディング、ミニライティング、スピーキングを行う）
７回目：ライティング
８回目：ミニプレゼンテーションの練習
（ライティングで書いたものを台本に使用）
９回目：ミニプレゼンテーション
学生のライティングのサンプル
ライティングの活動で学生の書いたものをサンプルとしてここに紹介する。
最も印象的だったセリフをひとつ選び、その理由について述べさせたものであ
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る。ここには、エラーも含めて学生の書いたまま写してある。ミニプレゼンテ
ーションの前に、学生が希望すれば英文のチェックをしている。その際、直し
過ぎて学生の英語で表現する意欲を失わせないように、何が言いたいのかわか
らなくなる恐れのあるエラーを中心に直すことにしている。言い換えると、そ
れ以外はなるべく手を入れないようにしている。例えば、サンプル１の下線⑴ 
の文では、“But”を“Even though”にしないと文として意味を成さない。こ
のようなエラーは学生に確認して直すことにしている。しかし、サンプル２の
下線⑵と⑶の文は、英語表現としては自然ではないが、筆者の意図が分かるの
で修正しなかった。このように、筆者の意図が通じるか否かを修正の基準とした。
サンプル１
My favorite line is “Death ends a life, not a relationship.” This line was 
most impressive to me because I like the part that a relationship continues 
forever. My friend was killed by a traffic accident. I was very sad and cried 
because I can’t see the friend. I have great memories with him. ⑴But I can’t
see the friend, the memories live in my heart. And they live forever. They 
aren’t away from my heart. Our relationship will continue forever. I agree 
with this line.
サンプル２
I pick up “But I’m a lucky man. I’ve got time to learn... time to say 
goodbye to the people I love... and time to teach my final course.” ⑵This 
line was most impressive because the sentence is sad but I feel good thing. 
There were many dead people who couldn’t say goodbye to his family, 
girlfriend, and friends in the world. Considering that, being able to say 
goodbye to important one before you die is in a sense happy thing. ⑶That is 
my happy and sad paradox.
おわりに
本稿では、大学でスピーキングの授業を行う際の困難な要因について考察し、
その問題点の対処法を試みた授業の実践報告をした。スピーキング授業で問題
となることとして、翻訳偏重の高校英語による弊害、英語で話すことに対する
照れの感情による心理的抵抗感、学生の意欲的な情報発信を促すトピックの欠
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如の三つを挙げた。それぞれの問題に対応して、話す前に台本を英語で書かせ
る活動の導入、半ば強制的な英語発話環境づくり、そして、大学生が考えるに
価する話題の提示を行った。話題の提示として今回は、映画『モリー先生との
火曜日』（“Tuesdays with Morrie”）を使用した。授業での映画の利用を考え
る際、筆者が思うのは、映画で使用されている英語の的確さ、スピード、聴き
取り易さなどの英語の面だけでなく、内容自体が大学という教育の場で相応に
適切なものであるか、という点である。その意味において、今回の映画は申し
分ないものである。これからも内容においても、英語表現においても大学の授
業で利用できる題材を発掘し教材開発していきたいと願っている。
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Appendix１：全編視聴の際に使用するプリント
Tuesdays with Morrie 
About Morrie Schwartz
１）He was Mitch’s teacher at Brandeis University.
２）He likes（ｅ　　　　　　）and（ｄ　　　　　　）．
３）He got a disease called（　　　　　　）．
This disease melts people like a candle.
４）Morrie’s（　　　　　　）died when he was a child.
５）He did not have a good relationship with his（　　　　　　）．
About Mitch Albom
６）He（never contacted / has kept in touch with）Morrie after graduating 
from Brandeis.
７）He（is busy / has a lot of free time）．
８）He is a sportswriter. He writes（　　　　　　）everyday.
９）He（does not have a girlfriend / has a girlfriend but is not ready to 
marry her / is married）．
10）He used to call Morrie“（Ｃ　　　　　）”．
11）He decided to visit Morrie on（　　　　　　）．
聞き取れた英語を書いてみましょう。（３文以上）
・
・
・
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Appendix２：代表的なシーンを取り上げて見せる時のプリント
Tuesdays with Morrie --- Scene２
Vocabulary
cram（cramming for finals）（　　　　　　　　　　　）
decay　　　　　（　　　　　　　　　　　）
rage　　　　　　（　　　　　　　　　　　）
mourn　　　　　（　　　　　　　　　　　）
Expressions
Believe it or not（　　　　　　　　　　　）
Lines for Today
Ａ）We must（１　　　　　　　　　　　　　　　）．
Ｂ）Coach, you ever wish you were young again?
Nah. I’ve been young. I know how miserable it can be, being young.
Aging isn’t just decay, you know? It’s（２　　　　　　　）．
So how come nobody ever says, “Gee, I wish I were old”?
Because this culture（３　　　　　　　　　　）．
Me, I do not buy it.
I’ve had my time to be 22. This is my time to be 78.
So, you were never afraid of getting old?
Oh, the fear of aging... You know what that reflects, Mitch?
Lives that haven’t found（４　　　　　　　）．
Ｃ）Usually, in the morning… you know, before everybody gets up... I get so... 
angry... and so bitter. I just... What the hell did I ever do to deserve this? 
Where’s the fairness? What... And I cry and I... rage. I mourn. And then 
I detach. It’s over. That’s it. All over.  No more. I just look back on 
how I’ve been feeling, and I say...
　　Well, that’s（５　　　　　　　），and that’s enough of that for today.
Think about this
Morrie says American culture worships youth. Do you think this also applies 
to Japanese culture? Why do you think so? Give some examples.
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Appendix３：リーディングのプリント
以下のブランクに合う単語・表現を入れましょう。二つとも映画に出てきたシ
ーンです。
★From Mitch Albom “Tuesdays with Morrie” pp.178-179
“I’ve picked a place to be buried.”
Where is that?
“Not far from here. On a hill, beneath a tree, overlooking a pond. Very 
serene. A good place to think.”
Are you planning on thinking there?
“I’m planning on being dead there.”
He chuckles. I chuckle.
“Will you visit?”
Visit?
“Just come and talk. Make it a Tuesday. You always come on Tuesdays.”
We’re Tuesday people.
“Right. Tuesday people. Come to talk, then?”
He has grown so weak so fast.
“Look at me,” he says.
I’m looking.
“You’ll come to my grave? To tell me your problems?”
My problems?
“Yes.”
And you’ll give me answers?
“I’ll give you what I can. Don’t I always?”
I picture his grave, on the hill, overlooking the pond, some little nine-
foot piece of earth where they will place him, cover him with dirt, put a 
stone on top. Maybe in a few weeks? Maybe in a few days? I see myself 
sitting there alone, arms across my knees, staring into space.
It won’t be the same, I say, not being able to hear you talk.
“Ah, talk...”
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He closes his eyes and smiles.
“Tell you what. After I’m dead, you talk. And I’ll（１　　　　　）．”
★From Mitch Albom “Tuesdays with Morrie” p.183
“As long as we can love each other, and remember the feeling of love 
we had, we can die without ever really going away. All the love you created 
is still there. All the memories are still there. You live on --- in the hearts of 
everyone you have touched and nurtured while you were here.”
His voice was raspy, which usually meant he needed to stop for a while. 
I placed the plant back on the ledge and went to shut off the tape recorder. 
This is the last sentence Morrie got out before I did:
“Death ends a life,（２　　　　　　　　）．”
Appendix４： 「レール」を使った意見交換の時の表
Share your ideas with your partner and fill in the following table.
Name Yes / No Reasons & Examples
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Appendix５：ライティングのプリント
Tuesdays with Morrie      Writing
Ⅰ．まず、以下のトピックで英文を書きます。
Reread the lines from Scene 1 through Scene 5.
Which line was most impressive to you?  Why?
表現リスト：
The line “...... ”was most impressive to me.
I was struck by the line, “.......”．
My favorite line is “......”
This is because...
There are two reasons.  First, .....  Second, ....
Ⅱ．次に、以下のトピックからひとつ選んで英語で書きましょう。
１）How would your life change if you also had a bird on your shoulder? 
In other words, what would you do if you knew you were going to die 
today?  Why?
２）If somebody could wave a magic wand and give you 24 hours of perfect 
day, how would you spend it?  Why?
３）Have you ever had a special teacher?  
Who?  What happened?  How did you change by meeting that teacher?
表現リスト：
１）If I had a bird on my shoulder, I would...
　　If I knew I was going to die today, I would...
２）If I had 24 hour of perfect day, I would...
　　First, ...  Next, ...  Finally, ...
３）I have had a special teacher.  She was my math teacher in high school.
Before having her as my math teacher I was.... . However, after studying 
with her, ...
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Appendix６：ミニプレゼンテーションの時の評価表
Presentation                       Evaluated by 　　　　　　　　　　　　
　　　　　　Ａ＝Excellent　Ｂ＝Good　Ｃ＝OK　Ｄ＝Go home and practice
●Name 　　　　　　　　　　
　　　　　　Phrase 　　　 Eye Contact 　　　 Volume 　　　 Pace 　　　
Content：
Comment：
●Name 　　　　　　　　　　
　　　　　　Phrase 　　　 Eye Contact 　　　 Volume 　　　 Pace 　　　
Content：
Comment：
●Name 　　　　　　　　　　
　　　　　　Phrase 　　　 Eye Contact 　　　 Volume 　　　 Pace 　　　
Content：
Comment：
●Name 　　　　　　　　　　
　　　　　　Phrase 　　　 Eye Contact 　　　 Volume 　　　 Pace 　　　
Content：
Comment：
The best speaker is 　　　　　　　　　　
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